
第 年度ソフトウェア品質管理研究会 研究コース５（チーム ＤＨＣ）

要求開発ベストプラクティスが示す成功パターンの調査研究，情報サービス産業協会，

山田大介 ソフトウェア疲労をアーキテクチャ設計で ソフトウェア品質管理研究会 年

度第 回特別講義

–

第３５年度ソフトウェア品質管理研究会 研究コース５（チームＤＨＣ）

（（付付録録 本本論論文文のの対対象象ととすするる文文書書））

文文書書概概要要

◆◆ シシスステテムム要要件件解解説説書書

・・シシスステテムム概概要要をを記記載載ししたた文文書書

・・シシスステテムム開開発発のの背背景景やや、、期期待待すするる振振るる舞舞いいをを理理解解しし利利害害関関係係者者とと共共有有すするるたためめのの文文書書

◆◆ シシスステテムム要要件件定定義義書書

・・ シシスステテムム要要件件をを定定義義ししたた文文書書

・・シシスステテムム開開発発者者がが実実現現すすべべきき内内容容ににつついいてて特特定定しし共共有有すするるたためめのの文文書書

補補足足：：

一一般般的的ににはは下下記記２２つつのの文文書書はは一一つつににままととめめらられれてていいるるここととがが多多いいがが様様々々なな利利害害関関係係者者

かかららののシシスステテムムへへのの要要求求、、概概要要をを理理解解すするる文文書書とと製製品品開開発発にに必必要要なな要要件件をを分分けけるるここととでで

製製品品開開発発のの目目的的ををよよりり明明確確ににすするる仕仕様様作作成成・・変変更更対対象象をを限限定定ささせせ、、トトレレーーササビビリリテティィをを

確確立立ししややすすくくししてていいるる

各各文文書書内内のの項項目目

－1－



第３５年度ソフトウェア品質管理研究会 研究コース５（チームＤＨＣ）

（（付付録録 シシスステテムム要要件件解解説説書書ガガイイドドラライインン抜抜粋粋））
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